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要旨
エコー画像を用いて、病理学的に高悪性度な前立腺がんを精度高く判別することに成功しました。
また、PSAなどの血液データ等を組み合わせて解析することで、判別精度をさらに上げることができました。
今後実用化に向けさらに研究が進められます。

２．研究手法と成果
日本医科大学病院で診療した772人の患者さんを対象としてディープラーニング等を組み合わせた解析
を行い、高悪性度前立腺がんの判別精度（AUC: Area Under the Curve）を評価しました（図1）。自動抽出
されたエコー画像を用いて、高悪性度がんの判別を行ったところ、AUCは0.816 [95% CI 0.725–0.908]でし
た。また、血中PSA等のデータを加えて解析することで、判別精度をさらに上げることができました（0.835 
[95% CI 0.753–0.916]）。これは年齢と従来のゴールドスタンダードであるPSA検査のみを用いて解析した
場合（AUC=0.691）と比べ、有意に高い結果でした（p=0.007）。さらに、エコーにおける代表的な高悪性度
がんの画像を抽出しました（図2）。
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１. 研究の背景
前立腺がんは、本邦の高齢男性において最も多く診断されるがんの一つです。前立腺がんの診療では、
簡便かつ安全であることから、エコー検査［1］が広く用いられています。一方で、前立腺がんは顕微鏡を

用いて観察される「病理学的な悪性度」によりがんの進行が大きく異なります。そのため、早い段階で非
侵襲的に前立腺がんの悪性度を精度高く判別しスクリーニングする技術が求められていました。

エコーで悪性度の高いがんを判別
〜超音波技術の可能性を拡げる次世代前立腺AI検査〜

３．まとめ
本研究は、高悪性度前立腺がんの早期発見を通して患者さんの負担を軽減するとともに、超音波画像の
新たな可能性を開拓します。今後、医療のさらなる発展に貢献することを目指します。

Jun Akatsuka et.al. A data-driven ultrasound approach discriminates pathological high grade prostate cancer. 
Sci. Rep. 12(860) 2022. https://www.nature.com/articles/s41598-022-04951-3 (図は掲載論文より引用)

(図1） 高悪性度前立腺がんの判別精度の比較 (AUC: Area Under the Curve)

(図2)  代表的な前立腺エコー画像
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https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/sub2.htmlより引用

「がんの未知なる特徴を発見」実用化へ

Yoichiro Yamamoto et.al. Automated acquisition of explainable knowledge from unannotated histopathology images. 
Nat. Commun. https://www.nature.com/articles/s41467-019-13647-8
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